
令和８年度 第１回 石川県道路啓開計画策定協議会

能登半島地震の啓開状況と課題

令和８年５月19日

資料２



令和６年能登半島地震の状況
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:震度7
:震度6強
:震度6弱

:震度5弱
:震度5強

:震度4 ＜人的・住家被害の状況＞ R８.４.３０時点
死者 715人

うち災害関連死 487人
→環境変化による肉体的・精神的負担、既往症の悪化など

⾏⽅不明者 2人（輪島市名⾈町、町野町寺⼭）
負傷者 1,277人（うち重傷 401人）
住家被害 116,615棟（うち全壊 6,166棟）

志賀町

輪島市

七尾市

珠洲市

穴水町

能登町

令和6年1月1日 午後4時10分 発生
・ 最⼤震度７（マグニチュード7.6）



能越⾃動⾞道・のと⾥⼭海道の主な被害状況
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盛土の⼤規模崩壊

盛土の⼤規模崩壊

橋梁の損傷

橋梁背⾯の段差・崩壊 路⾯の⻲裂

①のと三井IC〜のと⾥⼭空港IC間

斜⾯の崩壊

至 金沢

至 輪島

至 金沢

至 輪島

至 金沢

至 輪島

至 金沢

至 輪島

至 金沢

至 輪島

能越⾃動⾞道やのと
⾥⼭海道では、
・盛土の大規模崩壊
・路⾯の⻲裂・段差
などの甚⼤な被害が
発生

位置図

被害状況
・１７８箇所の被災を確認
・盛土崩壊３４箇所のうち
⼤規模崩壊は２８箇所

斜面崩壊 切土法面崩壊 盛土崩壊 橋梁損傷 路面 合計
箇所数 5 10 34 13 116 178箇所
割合 3% 6% 19% 7% 65% 100%

③横田IC付近

②能登⼤橋A2橋台（輪島側） ④徳田⼤津IC〜横田IC間

⑤上棚矢駄IC〜⻄⼭IC②能登⼤橋付近(⾦沢側)



県管理道路の主な被害状況
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能登の県管理道路は最大で42路線、87箇所が通⾏⽌め （1/5時点 孤⽴地区33地区）
発災直後は、能登各地へのアクセスルートが遮断され、奥能登全体が孤⽴状態

輪島市役所 珠洲市役所

穴水町役場

能登町役場
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位置図

︓通⾏⽌箇所
凡例

国土地理院地図より作成

道路の崩落

道路の崩落

路⾯の⻲裂

③（国）２４９号 輪島市⾥町

②（主）輪島浦上線 輪島市鵜⼊町

①（主）珠洲穴水線 能登町当目

④(国)249号 珠洲市真浦町〜仁江町

道路の崩落

国⼟交通省提供



県管理道路の主な被害状況（奥能登２市２町アクセス）
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①

①国道２４９号

②（主）七尾輪島線

至 輪島市街地

③（主）七尾輪島線

至 輪島市街地

⑥ 珠洲道路（(主)内浦柳田線）

⑤ 珠洲道路（(主)内浦柳田線）

④ 国道２４９号（朝日橋）

至 穴水町

至 珠洲市街地

④

⑥ ⑤
③

②

令和７年７月17日13時時点

珠洲市役所

能登町役場

穴水町役場

輪島市役所

輪島市役所
門前支所



早期復旧に向けた取り組み
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穴水から拠点都市までの交通が遮断・渋滞
⇒ 昼夜問わずの啓開作業、迂回路を活⽤し、
ラウンドアバウト形の交通整理により交通を
円滑化

直
轄
権
限
代
⾏
区
間

の
と
⾥
⼭
海
道

横田IC

位置図

のと⾥⼭海道などが通⾏⽌めのため、
支援救助活動が遅延
⇒ のと⾥⼭海道や国道249号の一部区間の
啓開を国が実施

能登間の
所要時間

通行状況時 系 列

輪島方面

１時間半全線通行可
（70km/h～80km/h）

震災前

６時間半全線通行止め震災直後

４時間柳田以北通行止め震災３日後

２時間
全線通行可

（徳田大津JCT～
のと三井IC間は40km/h）

R6.９月以降

発災後３日で縦軸・横軸ラインを確保

※ 所要時間は県庁〜のと三井ICを想定

渋滞状況 渋滞状況

七尾市輪島線 市ノ坂 七尾市輪島線 市ノ坂

逢坂トンネル工区

大谷トンネル・
ループ橋工区

大川浜工区

千枚田工区

中屋トンネル工区

国道249号
（直轄権限代⾏区間）



道路緊急復旧の状況(１月２日時点)

-６-図２：令和２年国勢調査 １キロメッシュ別人口データ

輪島市

珠洲市

能登町

志賀町
七尾市

輪島市門前町

穴水町

凡例
：走行可能

写真①

写真①
写真②

写真③

迂回路により普通車通行可片側交互通行により普通車通行可

大型車の通行確保に
向けた緊急復旧作業状況

写真③

写真④

写真②

写真④

七尾市から、輪島市役所、珠洲市役所、能登町役場まで
普通⾞での通⾏を確保

片側交互通行により普通車通行可



道路緊急復旧の状況（１月４日時点）
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図２：令和２年国勢調査 １キロメッシュ別人口データ

輪島市 珠洲市

能登町

志賀町
七尾市

輪島市門前町

穴水町

写真②
写真③

写真②写真①－１（被災状況）

写真③

写真①

大型車の通行確保に向けた
緊急復旧作業状況

写真①－２（緊急復旧後）

輪島市役所、珠洲市役所、能登町役場まで
⼤型⾞が通⾏可能となり、縦軸・横軸ラインを確保

凡例
：走行可能空路による資機材搬入（自衛隊）

海路による資機材搬入（自衛隊）

海路

大型車の通行確保に向けた
緊急復旧作業状況

路面段差の解消により大型車の通行確保



（崩土除去後）

道路緊急復旧の状況（１月８日時点）
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す ず に え

珠洲市仁江

輪島市

珠洲市

能登町

志賀町
七尾市

穴水町

33地区1月5日8時

24地区1月8日14時

・孤立地区数の推移

※ 内閣府防災資料より

写真②

わじま おおや

輪島市大屋

わじま にしほ

輪島市⻄保

わじま しつら

輪島市七浦

わじま うらかみ

輪島市浦上

わじま な じ み

輪島市南志⾒

わじま まちの

輪島市町野

す ず まうらまち

珠洲市真浦町

の とちょうみずたき

能登町水滝地区

の とちょうやなぎだしんぶ

能登町柳田信部

す ず しみず

珠洲市清水

す ず かたいわ

珠洲市片岩

す ず おおたに

珠洲市大谷

わじま こうのす

輪島市鵠巣

す ず ながはし

珠洲市⻑橋

わじま みい

輪島市三井

わじま おいし

輪島市小石

わじま もろおか

輪島市諸岡

わじま こやま

輪島市小山

わじま にぎし

輪島市仁岸

あなみずまち むぎがうら

穴水町麦ヶ浦

わじま かわらだ

輪島市河原田

わじま ほんごう

輪島市本郷

わ じま な じ み

輪島市南志見

す ず ほうりゅうまち おや

珠洲市宝立町小屋

す ず ほうりゅうまち おおまち

珠洲市宝立町大町②

①

④

③
写真①

県道38号緊急復旧作業状況 国道249号緊急復旧作業状況

土砂崩落復旧前

土砂崩落復旧後

県道285号崩落箇所緊急復旧

凡例
︓走行可能

︓被災規模 ⼤
︓被災規模 ⼩〜中程度
：孤立集落（内閣府防災資料）

：孤立集落（解消済）

：復旧業者到達済み箇所
：沿岸部への到達点

海側
から

「くしの⻭」の「⻭」になる幹線道路の緊急復旧を継続し、
能登半島内陸及び海側から複数ルートを確保

写真④-1

写真④-2

（崩土除去後）

県道285号崩落箇所緊急復旧

写真③ 写真④

重機による捜索救助活動
（輪島市名舟町）

引用文献：「消防白書」より



下水道・水道用水送水管の主な被害状況
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②フランジ部からの漏水
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②
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下水道は県内17市町で被災し、特に能登６市町
での被害が甚大
マンホールの隆起や管路の破損が相次ぎ、広範囲で
下水道の利⽤不可、
処理場やポンプ場が被災し処理機能が停⽌

破損した水処理施設

② 輪島市堀町

下水管上の道路の陥没

県水送水管は送水管継⼿が離脱し漏水する被害
が中能登町以北で集中的に発生し、内灘町以北
への送水が停⽌
２系統化が完了している区間では被害なし

中能登町徳前 地内七尾市石崎町 地内

① 珠洲市浄化センター

①継⼿の離脱

処理施設：下水処理場25箇所・ポンプ場12箇所（11市町）
下水管路：県全体6,334㎞のうち約372㎞で被災、うち能登6市町で約233㎞

（野々市市、川北町を除く17市町が被災）



配電設備 及び 携帯電話基地局等の被害状況
配電設備（電柱・配電線）の被害により、
最大 約39,900⼾が停電 （1/1時点）
特に輪島市・珠洲市内の被害が甚⼤であり、道路
損壊等により、復旧作業が難航

奥能登の広い範囲で通信不可
基地局に向かうための道路が損壊し、復旧が困難
⇒可搬型衛星アンテナを活用し応急復旧

＜NTTドコモの通信状況＞
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＜1/3・４ 時点＞

＜1/27 時点＞

通信可能エリア
通信支障エリア
サービスエリア外

電柱倒壊の状況



「道の駅」の活用
道の駅 「のと⾥⼭空港」
防災道の駅として、支援物資の集配拠点や
道路啓開活動の拠点となる「道路啓開⽀援
センター」として活⽤されるなど、広域防災拠点
としての機能を発揮
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道の駅「千枚田ポケットパーク」
防災拠点⾃動⾞駐⾞場として全国で初めて
利⽤制限を⾏い、制限区域内を重機の駐⾞
スペース等に活用し、国が権限代⾏を⾏う
国道２４９号の道路復旧作業に活⽤

支援物資の集配拠点 災害対応の拠点

仮設トイレ 倉庫

【主な活用状況】
・道路復旧作業に必要な⾞両や
重機の駐⾞スペースとして活用

・陸側から到達できない区域の
現地調査や物資支給を⾏うため、
ヘリポートとして活用

【主な活用状況】
・支援物資の集配拠点や
道路啓開の拠点として活用

・復旧従事者のため、宿泊や
飲食ができる施設を設置

制限区域の活用 ヘリポートとして活用

※防災拠点自動車駐車場

・・・ 災害時に防災拠点としての利用

以外を禁止・制限が可能



能登半島地震を踏まえた課題
○ 半島地域という地理的制約により、平地が少なく、アクセス道路が

限られている

○ ⼤規模な土砂災害等により多くの道路が被災したことや、地盤隆起
により海路からの進⼊にも制約があったため、人員・資機材の
大規模投入が困難

○ さらに、発災当初は被災地へのアクセス⼿段が限られていたため、
道路の渋滞が発生し、救助・救出や物資輸送などの被災地入りを
阻む要因となった

令和６年能登半島地震対策検証報告書
〜発災後概ね３か月における石川県の初動対応の検証〜

令和６年能登半島地震対策検証委員会
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